
粟ヶ岳の茶文字と茶草場

サトイモ（かん水なし）

スイカ出荷場（富里市）ニンジン苗育成

受益水田（富里市）

第 3４ 号

茶草

霞ヶ浦用水 はくさいの収穫・調整

霞ヶ浦用水 ハウス(きゅうり)

安曇野 小麦の播種

安曇野 りんごの防除



本地区は首都圏大消費地に隣接する優良農業地帯として発展してきましたが、
年間平均降水量が全国平均の2/3程度で降水分布が不均一なため、干ばつ被害
を繰り返してきました。

このため、安定した水源を霞ヶ浦に求め、用水系統の整理統合とかんがい用水
の補給を行うとともに、地盤沈下の原因となっている地下水依存からの転換を図
っています。

取組の経緯と経営の転換

本地区のほ場は排水が良くなく、事業により排水対策を行った結果、雨の
翌日でも大型農業機械の作業が可能となり、時間も大幅に短縮しました。

営農改善のポイント

①栽培技術の確立

畜産農家と連携し、堆肥の投入や緑肥のすき込み等の地力増進を図って
います。堆肥の投入等により、土壌が保持できる養分が増加した結果、全
て化成肥料を使用していた頃に比べ、施肥量が減少してきました。

はくさいは、連作障害を回避するため、中間にソルゴーやエン麦の緑肥作
物を挟んでブロックローテーションを実施し、すいかは、有機質肥料の投入
等肥培管理の工夫により糖度が高く、市場からの評価も良くなりました。

②流通・販売の工夫

販売価格は高いものの出荷コストのかかる県外の地方卸売市場から、農
協と近隣の地方卸売市場へ出荷先を切り替えることにより、生じた余剰労
力を経営面積の拡大へ向けました。
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優良経営体事例の紹介

霞ヶ浦用水二期地区 位置図
[かんがい排水事業 主要工事：調整池2ヶ所、揚水機場5ヶ所、
用水路111km]

畑かん整備・機械化体系の確立により軽減された労力で規模拡大 ～大久保 武 氏 ～

ほ場整備を契機に規模拡大・法人化へ ～(株)オール・アグリーム 篠﨑 勝彦 氏 ～

取組の経緯と経営の転換

事業により小さく分散したほ場や狭い農道が整備され、大型機械導入が
可能となり、余剰労働力で規模を拡大し、経営面積は約４倍になりました。

営農改善のポイント

①栽培技術の確立

ねぎとレタスの他、事業により整備された基盤を活用し、ハウスできゅうり
を年２回(春・抑制)栽培し、夏には加工用トマトに取り組み、野菜の周年作

付体系を確立しました。レタスは、マルチを有効活用するため、同じほ場で
１作目に使ったマルチをそのままにして、２作目のレタスを定植して経費を
削減しています。また、きゅうりの苗はメーカーと相談し最適な品種を導入、
土壌診断・施肥設計・栽培技術指導を受けて品質向上を図っています。

更に、周辺の農家と協力して事業協同組合を設立し、資材を共同で大口
割引仕入れを行う等経費削減に取り組んでいます。

②流通・販売の工夫

出荷先は農協で、京浜市場を中心に予約相対取引を行い、販売価格の
安定化を図っています。また、国の補助事業を活用し観光農園を設立、機
能性野菜の栽培教室やレンタルファーム、野菜・苗・ジュース等の販売を実
施しています。更に、子供たちに農業に親しんでもらうため、近隣施設とタイ
アップを行い農業体験等を実施し、今後は６次産業化を目指していきます。

大型トラクターの導入

トラックによる搬出

整備されたほ場

ねぎとハウス

ハウス(きゅうり)

子供たちの農業体験

資源課では国営土地改良地区を対象に事業で整備された農業基盤を活用
している優良な経営体を調査しています。今回は平成25年度調査の一部
を紹介します。



本地区は礫質(小石)の多い複合扇状地のため、川は平野に到達すると消えて

しまう尻無川となっており、用水主体の水利開発が行われてきましたが、排水能
力が無く、大雨でいたる所があふれ、農地や集落へ被害をもたらせてきました。

このため、国営及び県営かんがい排水事業により本地区の排水能力を抜本的
に高め、農業生産環境の改善を図り、農業生産性の向上及び経営の安定化を図
っています。

取組の経緯と経営の転換

本事業及び関連事業によるほ場整備の実施により、大型機械を導入した
水稲、小麦、そばの省力・安定生産が可能となりました。

営農改善のポイント

①消費者への直接販売

スイスでの農業研修時に農業者が消費者に対面販売し交流する姿に感
銘を受け、自家産そばを製麺、提供するコミュニティ・スペースを併設した
「あぐりす(そば屋＆カフェ)」を経営しています。

農業体験教室の開催、国内外からの研修生の受入れ、米のオーナー制
等の地域発各種プロジェクトに取り組んでいます。

また、若手大規模水稲農家が連携し、販売や栽培技術の研究をする組織
「安曇野.come(ﾄﾞｯﾄｺﾒ)」を自らが中心となり設立しました。

②水稲直播栽培等の導入

水稲は一部直播栽培を導入し作期及び面積を拡大しているほか、元肥一
発肥料により省力化を実現し、特別栽培米にも取り組んでいます。

また、平成２、22年度の２回にわたり全国そば優良生産表彰事業で生産
局長賞を受賞、平成25年度農林水産祭では、日本農林漁業振興会長賞を
受賞する等、優れた技術を有しています。

安 曇 野 地 区

消費者への直接販売と事業による省力化で大規模経営を実現 ～(有)斉藤農園～

新わい化導入による生産方式の合理化を実現 ～鶴見 武敏 氏～

取組の経緯と経営の転換

本事業及び関連事業によるほ場整備の実施により、機械の大型化が実
現し、適時収穫が可能となり、胴割米が減少する等品質が向上しました。

営農改善のポイント

①新わい化の導入

りんごは、わい化栽培より更に樹を小さく仕立てる新わい化栽培へ計画的
に更新することにより、収穫、剪定及び摘果作業の省力化を図りつつ、収量
を３t/10aから４t/10aに増加しました。現在4.3haのうち１haが新わい化栽培
です。

農薬は環境に配慮して通常400ℓ/10aを280ℓ/10aに抑えています。

早生の収穫時期は晩生より日照時間が長く、作業時間を長く取れること
から、今後は早生比率を上げ、更なる規模拡大を目指していきます。

②特別栽培米のブランド化

水稲は米ぬか50％と地元でとれた大豆・なたねかす等を原料とした肥料
を使用した特別栽培米「ヌカッ子」を3.9ha栽培しています。

自ら作る農産物の生産方式の合理化・高品質化に加え、農協出荷分の品
質、数量を確保することで地域の市場優位性を保ち、そのブランド力が農業
者の直販等に好影響を与えています。
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位置図

汎用コンバイン(そば)

あぐりす外観

乾田直播

田植

新わい化りんご

自脱型コンバイン

[かんがい排水事業 主要工事：排水路L=31.0km 等]



へへ
平成25年度関東農政局

国営土地改良事業地区営農推進功労者表彰

関東農政局では、国営土地改良事業地区において、生産技術の向上と農業経営改善のための創意工夫
を意欲的に行うことによって、他の規範となり、事業推進に貢献した者及び営農推進に著しい功績のあった
者等を表彰しています。平成25年度は、篠本新井土地改良区(両総地区／千葉県)が関東農政局長賞を受
賞し、関係者出席の下、平成26年2月27日(木)さいたま新都心合同庁舎で表彰式を開催しました。

篠本新井土地改良区は、国営かんがい排水事業及び関連事業を契機とした大区分化に併せ、３集落の農
家が所有する錯綜した農地を換地でそれぞれの集落周辺に集約し、労働生産性の高いほ場を実現するとと
もに、集落別に３つの集落営農組織を設立・法人化し、農地を集積するとともに、生産性の向上と農業経営
の改善に多大な貢献をしました。

表彰式の後、受賞関係者と農政局幹部による意見交換会を開催し、受賞関係者の取り組みについて、活
発な意見交換が行われました。

賞

４

基盤整備前
１０a区画

基盤整備後
平均５０a

受賞者と農政局幹部による意見交換会

局長より受賞する鈴木理事長



幹線パイプ

給水栓枡

点検洗浄孔

補助孔

支線パイプ

排水口

水位制御器

接続パイプ

国営事業を契機とした集落営農組織の設立と
その営農の高度化に貢献

ささもとあらい

国営事業を契機に集落営農を確立

FOEASの導入・ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰｼｮﾝの開始

専門家の指導等による生産技術の向上

土地改良区は、水稲・麦・大豆のブロックローテーションに適し
た地下水制御システム（FOEAS）の導入を集落営農組織等に
働きかけ、平成23年12月に大区画化した農地全体にFOEASを
整備することを決定し、整備を始めました。

土地改良区は、平成24年度から県農業改良普及員OBを
「農地高度利用支援員」として雇用し、栽培技術の指導や現
地研修を行っており、FOEAS整備済みのほ場でブロック
ローテーションにより栽培された大豆は、単収が225㎏/10a
となり、平成24年度の県平均単収130㎏/10aに比べ、173％
の高収量となりました。

【千葉県山武郡横芝光町】

農地・農業用水の保全

地区面積：274ha
組合員数：377人
主要作物：水稲、麦、大豆、野菜

篠本新井地区では、国営両総土地改良事業（平成5～26年

度）によって用水が安定供給されるようになったことを契機とし

て、平成20年度から経営体育成基盤整備事業（受益面積：

265ha）に取り組んでいます。

土地改良区は、平成20年度から平成22年度にかけて、平均

50ａ区画の大区画化に併せ、3集落の農家が所有する錯綜し

た農地を換地でそれぞれの集落周辺に集約し、労働生産性の

高いほ場を実現しました。

また、換地手続きと並行して、集落別にアンケートを実施し農

家との意見交換会など徹底的な話し合いにより、平成22年度

篠本新井土地改良区

土地改良区が中心となって集落営農組織や周辺の非農家
とともに平成19年に設立した「篠本新井地区農地・水・環境
保全管理組織」は、地域全体で継続的に水路の除草、農道
の維持補修など農地・農業用水の保全活動に取り組んでい
ます。

に集落別に3つの集落営農

組織を設立するとともに法人

化しました。

これまでに3集落営農組織

に集積した農地は、148ha
（全体の64％）となっています。

篠本新井土地改良区

両総地区

汎用コンバインでの大豆の収穫

農道の補修作業

千葉県

集落別に農地が集約された状況

また、土地改良区では、
3集落営農組織がブロック
ローテーションを確実に

行なうため、「農用地利用
規程」や「ブロックローテー
ション細則」を平成24年11
月に定めました。

既にFOEASを整備した
50haの農地では、ブロック
ローテーションを開始して
います。

地下水位制御システム（FOEAS）

※出典：農研機構ホームページ

水路の草刈り作業

給水側

排水側

用水の
流れ

また、集落営農組

織のひとつ「アグリさ

さもと」は、「主要農産

物種子法」に基づく、

大豆の指定種子生産

者に指定され、千葉

県推奨品種の種子生

産を始めました。

５



１．世界農業遺産の概要

世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ： Globally Important Agricultural Heritage Systems）とは、伝統的な農

業や土地利用のみならず、生態系や土地景観、習慣、伝統文化など農業に関連する文化的な
要素も含め、世界的に重要な農業地域を次世代へ継承していくことを目的に、国連食糧農業
機関（ＦＡＯ）が2002年（平成14年）から開始したプログラムです。ユネスコの世界遺産(文化遺
産)が、「不動産」を登録し保存することを目的としているのに対し、世界農業遺産は、次世代に

継承すべき伝統的な農業の「システム」を認定し、その保全と将来に向けた持続的な利用を図
るものです。

平成26年５月現在、世界では13カ国31地域が認定を受けており、日本では、「静岡の茶草場

農法」のほか、「トキと共生する佐渡の里山」（新潟県）、「能登の里山里海」（石川県）、「阿蘇の
草原の維持と持続的農業」（熊本県）、「クヌギ林とため池がつなぐ 国東半島・宇佐の農林水
産循環」（大分県）の５地域が認定されています。

平成25年に関東農政局管内で初めて国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の世界農業遺産に認定され
た「静岡の茶草場農法」について紹介します。

「静岡の 農法」世界農業遺産認定の概要茶
ち ゃ

草場
ぐ さ ば

 

６

トキと共生する佐渡の里山（新潟県佐渡市）能登の里山里海（石川県能登地域）

阿蘇の草原の維持と持続的農業

（熊本県阿蘇地域）
クヌギ林とため池がつなぐ 国東半島・宇佐

の農林水産循環（大分県国東地域）



３．「静岡の茶草場農法」の概要

この地域では、高品質な茶生産のために、ススキやサ
サなどの草を秋から冬にかけて刈取り、茶園の畝間に敷
く伝統的な農法「茶草場農法」を続けています。

毎年、採草地である「茶草場」の草を刈り取り管理する
ことにより、茶草場は半自然草地として更新され、秋の七
草に代表される300種以上もの草地性植物やこの地域の

固有種であるカケガワフキバッタのような貴重な生物が
生息するなど、農業生産と生物多様性とが共存していま
す。

また、深蒸し茶や手もみの文化、伝統行事、里山の美し
い景観や、それらを継承してきた地域の人々の活動など
を含めた、世界に誇れる多様な資源が存在しています。

これらが総合的に評価され、世界農業遺産として認定さ
れました。

冬の茶草場(菊川市)

茶文字と茶草場農法の茶園

ハルリンドウ
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２．世界農業遺産認定までの経緯

平成22年10月に名古屋市で開催された生物多
様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ10）において、

掛川市東山地区におけるこの農法の事例が発表
され、世界の研究者から注目を集めました。

これを受けて、関係市町が中心となって、世界農
業遺産の認定を目指すこととなり、平成24年10月

に関係市町及び地元関係団体等で構成する「静
岡の茶草場」世界農業遺産推進協議会（以下「茶
草場協議会」という）を設立し、12月にＦＡＯへ世界
農業遺産認定の申請を行い、翌年５月29日～５月
31日に石川県七尾市で開催された「世界農業遺

産国際会議」において、熊本県、大分県の２地域
とともに、新たに認定されました。

 

認定地域

静 岡 県

川根本町

掛川市
島田市

菊川市

牧之原市

世界農業遺産認定証 認定式（平成25年５月30日）

カケガワフキバッタ
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編集後記

昨年末からの未曾有の豪雪により、関東地方にも
農作物、生産施設への多大な被害が発生しました。
農林水産省では、被災農業者向け経営体育成支
援事業により、被災された農業者の方へ農産物の生
産に必要な施設の復旧及び施設の撤去等を緊急的
に支援しているところです。
今後も災害に対処した基盤整備及び事業により、
農業経営の維持、安定化を図ってまいります。

編集後記

昨年末からの未曾有の豪雪により、関東地方にも
農作物、生産施設への多大な被害が発生しました。
農林水産省では、被災農業者向け経営体育成支
援事業により、被災された農業者の方へ農産物の生
産に必要な施設の復旧及び施設の撤去等を緊急的
に支援しているところです。
今後も災害に対処した基盤整備及び事業により、
農業経営の維持、安定化を図ってまいります。
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４．世界農業遺産認定後の取組

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」推進協議会では、
アクションプランを策定し、世界農業遺産認定後も、シン
ポジウムの開催などの情報発信に加え、新たな付加価値
の創出などに取り組んでいます。

また、同協議会では、生物多様性を保全する世界農業
遺産「静岡の茶草場農法」の維持・拡大と地域産業の活
性化に資することを目的に、「静岡の茶草場農法」実践者
認定制度を新たに設け、平成25年９月から、茶草場農法

実践者の認定を開始しました。認定は、経営茶園面積に
対する茶草場面積割合に応じた、生物多様性保全貢献
度で３段階に分かれています（5%以上25%未満・・・一葉、
25%以上50%未満・・・二葉、50%以上・・・三葉）。

平成26年７月1日現在、82件571戸が、茶草場農法実践

者として協議会より認定されており、認定された実践者の
生産した茶を原料とする製品には、生物多様性保全貢献
度を表示できるようになりました。

このほか、地域では、美しい農村再生支援事業、都市
農村共生・対流総合対策交付金等を活用し、美しい茶園
風景の維持保全やグリーンツーリズムにも取り組んでい
ます。 生物多様性保全貢献度シール

茶草場農法の茶（掛川市） 茶草場農法の茶（川根本町）


